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事業概況総括事業概況総括



前期の総括と反省前期の総括と反省

今期の施策と計画今期の施策と計画

今後の事業展開今後の事業展開

事業概況総括
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前期の総括と反省

55

1010

1515

期期初計画初計画

(億円）

売上は売上は減収だがほぼ計画通り、減収だがほぼ計画通り、
利益は利益は減益で計画未達減益で計画未達となった。となった。

20020044/3/3期期

売上高売上高 経常利益経常利益 当期利益当期利益

売上高 利益

(億円）

20020055/3/3期期

303.29億円303.29億円

5.2億円5.2億円
3.03億円3.03億円
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セグメント別売上：前期比

システム機器販売を除く３セグメント合計システム機器販売を除く３セグメント合計
で微増収。で微増収。

(億円） ｿﾌﾄｳｴｱｿﾌﾄｳｴｱ
開発開発
ﾃﾞﾊﾞｲｽﾃﾞﾊﾞｲｽ
開発開発
情報処理情報処理
ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ

ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ
機器販売機器販売

20020055/3/3期期
20020044/3/3期期売上高

情報ｻｰﾋﾞｽ情報ｻｰﾋﾞｽ
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セグメント別売上：期初計画比

ソフト開発の価格低下や案件縮小、ソフト開発の価格低下や案件縮小、
カスタマサービスの案件減少により未達。カスタマサービスの案件減少により未達。

(億円） ｿﾌﾄｳｴｱｿﾌﾄｳｴｱ
開発開発
ﾃﾞﾊﾞｲｽﾃﾞﾊﾞｲｽ
開発開発
情報処理情報処理
ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ

ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ
機器販売機器販売

20020055/3/3期期

売上高
期初計画期初計画

情報ｻｰﾋﾞｽ情報ｻｰﾋﾞｽ
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セグメント別利益：前期比

(億円） ｿﾌﾄｳｴｱｿﾌﾄｳｴｱ
開発開発
ﾃﾞﾊﾞｲｽﾃﾞﾊﾞｲｽ
開発開発
情報処理情報処理
ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ

ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ
機器販売機器販売

20020055/3/3期期
20020044/3/3期期

売上総利益

カスタマサービスの案件減少、前期のカスタマサービスの案件減少、前期の
顧客都合によるアウトソーシング契約の顧客都合によるアウトソーシング契約の
途中解約違約金収入の反動途中解約違約金収入の反動により減益により減益。。

情報ｻｰﾋﾞｽ情報ｻｰﾋﾞｽ
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セグメント別利益：期初計画比

(億円） ｿﾌﾄｳｴｱｿﾌﾄｳｴｱ
開発開発
ﾃﾞﾊﾞｲｽﾃﾞﾊﾞｲｽ
開発開発
情報処理情報処理
ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ

ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ
機器販売機器販売

20020055/3/3期期

売上総利益

期初計画期初計画

半導体分野減速半導体分野減速やカスタマサービスのやカスタマサービスの
案件減少等により案件減少等により未達未達。。

情報ｻｰﾋﾞｽ情報ｻｰﾋﾞｽ



新規事業の状況

新規事業で新規事業で受注受注1111億円億円

・・ICICタグ・ソリューション事業タグ・ソリューション事業
・・LSILSIターンキー事業ターンキー事業

・ストリーミング・ソリューション事業・ストリーミング・ソリューション事業

４億円
２億円
５億円



新製品・サービス導入事例

NSWNSW--LBSLBS（（NSWNSW位置情報ソリューション）位置情報ソリューション）



新製品・サービス導入事例

ロジスティクストータルシステムロジスティクストータルシステム
パケット
通信網

ON
OFF

メモリー 送信中 読取中 読取済

Ｆ１

Ｆ４

Ｆ３

Ｆ２

出社

読取

１２：３４

Enu Plan
READER
R-250

Frontier

請求書請求書乗務日報乗務日報 在庫管理在庫管理

進捗管理進捗管理
現在位置現在位置
貨物追跡貨物追跡
車輌状態車輌状態

車輌管理車輌管理
得意先管理得意先管理
傭車先管理傭車先管理
運転者管理運転者管理
ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ
自動配車自動配車

在庫管理在庫管理
入出庫管理入出庫管理
Ｗｅｂ照会・依頼Ｗｅｂ照会・依頼

車輌管理車輌管理
運転者管理運転者管理
運行診断運行診断
経費管理経費管理
ランキングランキング

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ管理ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ管理
売上売上//仕入管理仕入管理

経費管理経費管理
LCLC残高管理残高管理

海外との取引

運輸業ｼｽﾃﾑ

トラックスターＡＤ

入出庫管理ｼｽﾃﾑ

ＯＲＢＩＳ-Ⅳ

配車ｼｽﾃﾑ

簡易配車ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ
輸出入貿易支援

ＴＯＳＳシリーズ

動態把握管理

ＴａｃＮｅｔ

安全運行管理

ＴａｃＭａｎ



新製品・サービス導入事例

統合型本支店間オンラインマニュアルシステム統合型本支店間オンラインマニュアルシステム

ＷＥＢブラウザ
マニュアル
印刷

コ
ン
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ツ

コ
ン
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ツ

ア
ッ
プ
ロ
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ド
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プ
ロ
ー
ド

コンテンツ作成
ツール

メンテナンス
ツール

ファイルサーバーファイルサーバー

DBDBサーバーサーバー ストリーミングサーバーストリーミングサーバー

ＷＥＢサーバーＷＥＢサーバー

システムシステム管理者管理者

コンテンツ制作コンテンツ制作者者

従業員従業員

システムメンテナンスシステムメンテナンス

マニュアル
検索
ストリーミング
再生

マニュアルマニュアル//帳票帳票

ユーザー
管理

カテゴリー
管理

マニュアル
管理

参照参照

参照参照

参照参照
参照参照

動画編集 シナリオ
編集

店舗

本部

マニ
ュア
ル参
照

マニ
ュア
ル参
照



前期の総括と反省前期の総括と反省

今期の施策と計画今期の施策と計画

今後の事業展開今後の事業展開

事業概況総括



今期の施策と計画

基盤事業の整備・拡大

ITサービス事業の拡充

新規事業・新規ビジネスモデルの
立ち上げと加速



基盤事業の整備・拡大

ソフトウエア開発とデバイス開発事業ソフトウエア開発とデバイス開発事業
における事業領域の絞り込みと特化における事業領域の絞り込みと特化

・カーエレクトロニクス分野・カーエレクトロニクス分野
・・デジタル情報家電デジタル情報家電
・・流通業向けソリューション流通業向けソリューション 等等



ITサービス事業の拡充

サービスメニューを拡充、サービスメニューを拡充、
１対１対NN型ビジネスモデルを構築型ビジネスモデルを構築

都市型データセンター郊外型データセンター

※ ITIL（Information Technology 
Infrastructure Library）
英国政府が「ITを活用して業務
の遂行を適切に手助けする」
ための方法論をまとめた資料群

ITIL ITIL （システム運用管理の国際標準）（システム運用管理の国際標準）
有資格者育成、有資格者育成、100100名超える名超える

※※



新規事業・新規ビジネスモデルの
立ち上げと加速

前期より検討中の新規事業テーマに前期より検討中の新規事業テーマに
具体的に取り組んでいく具体的に取り組んでいく

ストリーミング・ソリューション事業にストリーミング・ソリューション事業に
おけるおけるIDIDCC配信サービス配信サービス開始開始

・デジタル情報家電、インターネットITS、
セキュリティ 等



新ビジネスモデルの事例

XXｰーcubecube社の携帯電話コインロッカーシステム社の携帯電話コインロッカーシステム



・・見積審議見積審議会会
・全社的受注ガイドライン・全社的受注ガイドライン
・・PPMOMO（プロジェクトマネジメントオフィス）（プロジェクトマネジメントオフィス）

++
・・ソフトウエアソフトウエアプロセス改善プロセス改善の国際的の国際的
モデルモデルであるであるCMMICMMIレベルレベル33取得に取得に
向け向けたた取取りり組み組み継続継続
・・組込みソフト部門とハード部門において組込みソフト部門とハード部門において
品質保証部を独立強化品質保証部を独立強化

品質保証体制の強化
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今期の計画

55

1010

151520020055/3/3期実績期実績

(億円）

増収増増収増益基調に益基調に安定配当を継続し、安定配当を継続し、
４０周年記念配当を実施予定４０周年記念配当を実施予定

20020066/3/3期計画期計画

売上高売上高 経常利益経常利益 当期利益当期利益

売上高 利益

(億円）

減損会計
導入の影響

減損会計
導入の影響320億円320億円

7億円7億円
0.5億円0.5億円



前期の総括と反省前期の総括と反省

今期の施策と計画今期の施策と計画

今後の事業展開今後の事業展開

事業概況総括



２つの事業ライン形成
ユビキタス
ソリューション

コンサル＆
アウトソーシング

プロダクト＆
ディベロップメント

物流
製造

流通

ソリューション

ビジネス

特定
用途向け
製品、装置

金融官公庁 支援型

ビジネス携帯電話
カーナビ

デジタル家電

アウトソーシング

ビジネス
コールセンター

ＩＣタグ

ストリーミング
LSIターンキー

データセンター



今後の事業展開

・基盤事業の整備・拡大
・ITサービス事業の拡充
・新規事業・新規ビジネスモデルの立ち上げと加速

++
・産学連携を核とした研究開発の強化

・M&A、アライアンスを含めたグループ
戦略の確立・強化



産学連携を核とした研究開発の強化

・NSW北九州ラボラトリー
・学術研究都市内での
研究活動

・独自IPコアの開発

・プロダクト系事業強化

・各大学との共同研究、共同開発

↑NSW北九州ラボラトリー
所在の北九州学術研究都市



グループ戦略の確立・強化

物流
製造

流通 特定
用途向け
製品、装置

金融官公庁

携帯電話
カーナビ

デジタル家電

コールセンター

データセンター

コインロッカーシステム

ICタグ・ソリューション

ECサイト構築

販路拡大

基盤事業拡大

ストリーミング・コンテンツ



中期経営目標（単独ベース）
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売上高売上高
経常利益経常利益
当期利益当期利益

売上高売上高

370億円370億円

20億円20億円

11.6億円11.6億円

利益

2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

3030

1010

2020

コンサル＆アウトソーシング事業ライン：コンサル＆アウトソーシング事業ライン：5555％％

M&A、新規事業

プロダクト＆ディベロップメント事業ライン：プロダクト＆ディベロップメント事業ライン：4545％％



第二の創業に向けて

社員とのダイレクト・コミュニケーション

ビジネスモデルの転換

積極的な採用と創造的な人材の育成


